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（
教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
）

教
育
基
本
法
案
（
第
百
六
十
四
回
国
会
閣
法
第
八
九
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

、

、

、

本
法
律
案
は

教
育
基
本
法
の
全
部
を
改
正
し

教
育
の
目
的
及
び
理
念
並
び
に
教
育
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
我
が
国
の
未
来
を
切
り
拓
く
教
育
の
基
本
を
確
立
し
、
そ
の
振
興
を
図
る
な
ど
、
制

ひ
ら

定
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
前
文
を
設
け
る
こ
と
。

二
、
教
育
の
目
的
及
び
目
標
に
つ
い
て
、
現
行
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
「
人
格
の
完
成
」
等
に
加
え

「
個
人
の
価
値
を
尊

、

重
し
て
、
そ
の
能
力
を
伸
ば
し
、
創
造
性
を
培
い

「
公
共
の
精
神
に
基
づ
き
、
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
、
そ

」
、

の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
」
こ
と

「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛

、

す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
」
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ

と
。
ま
た
、
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
理
念
と
し
て
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
と
教
育
の
機
会
均
等
を
規
定
す
る
こ
と
。

三
、
教
育
の
実
施
に
関
す
る
基
本
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
、
現
行
法
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
義
務
教
育
、
学
校
教
育
及
び

社
会
教
育
等
に
加
え
、
大
学
、
私
立
学
校
、
家
庭
教
育
、
幼
児
期
の
教
育
並
び
に
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の
相
互
の
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連
携
協
力
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
。

四
、
教
育
行
政
に
お
け
る
国
と
地
方
公
共
団
体
の
役
割
分
担
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。


